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議事要旨 

 

１ 開会 
  橋本幹事（文京区土木部管理課長。以下「事務局」）により開会 

 

  成澤会長（文京区長）より挨拶 

委員の皆様には、日頃より、文京区の交通安全対策にご理解とご協力をいただき、誠に

ありがとうございます。 

さて、昨年の区内における交通事故の年間死傷者数は 500 人であり、前年の 511 人より

減少しましたが、交通安全計画の目標値である 380 人以下を達成することはできませんで

した。 

しかしながら、本年の上半期の速報値によりますと、死傷者数は 194 人と、前年を大幅

に下回っている状況でございます。これもひとえに、皆様の日頃からのご尽力の賜物と感

謝申し上げます。 

また、８月 15 日に、駒込警察署管内において交通死亡事故ゼロを連続 11年間、８月 19

日には、本富士警察署管内において同じく１年間を達成されました。引き続き、この記録

が更新されていきますことを強く願っております。 

本日は、「上半期の交通事故状況」及び「春の交通安全運動の実施結果」をご報告し、

「秋の交通安全運動の実施内容」及び「第 12 次文京区交通安全計画」について、ご審議

いただきたいと存じます。 

今年４月からは、自転車等の違反行為に対し、交通反則通告制度適用が始まり、９月か

らは、道路交通法施行令の改正により、生活道路における自動車の法定速度が時速 60km

から 30km へと引き下げられます。 

交通安全に関する環境が変化する中、区民一人ひとりの交通安全意識を向上させ、安全

で安心な地域社会を目指すため、本区の交通安全対策に皆様の一層のお力添えをお願いい

たしまして、開会の挨拶とさせていただきます。 

 

２ 報告事項 

（１）令和８年上半期文京区内交通事故発生状況（資料第１号） 
 ・事務局より資料第１号の説明 

【質疑】 

【上田委員（文京区議会文教委員会委員長）】 

 １ページ目の事故件数の減少については、関係者の皆様が凄く頑張られたことだと思い

ますので、ご努力に敬意を表したいと思います。質問させていただきたいのは４ページ目

です。 

事故の発生箇所の部分を拝見いたしまして、区道等も少しありますけれども、ほとんど

都道上で発生しているように見えます。それぞれの通行される方が交通安全に気を使われ

ることももちろん重要なのですけれども、事故が起こるのは、やはり道路の構造上の問題

等もあるかと思いますので、第六建設事務所と連携しながら、どういった事故が起こった

のか、何か標識やミラー等があれば防げるような事故だったのかということを確認してい

ただいて、事故を防ぐような改良工事等についても検討していただきたいと思います。 

どのように現場を確認されて、どのように改善等が行われる予定なのか、分かりました

ら教えていただけたらと思います。 

【事務局】 

  重傷事故発生箇所は 10 か所ありまして、細かく内訳を見ていきますと、都道が最も多く

５か所で、国道が３か所となっております。事故の内容は、例えば、車とバイクで、車が

右折しようとしたところにバイクが直進して接触するような事故が多くなっております。 

現場を検証し、改善していくか、というご質問でございますけども、事故内容を踏まえ



て、注意喚起に関して何か道路上で対策を打てるのかどうか、また、交通安全施設の改善

の必要性について、道路管理者それぞれで確認して、文京区とも連携を図りつつ、ケース

を踏まえながら考え、対策を打てるものがあれば打っていくという考え方でございます。 

【上田委員（文京区議会文教委員会委員長）】 

私は音羽通りの事故の直後にその場所を通って、まだ搬送されてない状態の方が倒れて

いらっしゃったかと思うのですけれども、区道であるお茶の水女子大学へ抜ける道は坂に

なっていて、直滑降のような感じですごいスピードで下りてくる自転車も多く、すごく危

険な場所です。ただ、この区道については、ちょうど改良したばかりのところですので、

スピードが出ないように工夫がされていると思うのですが、なかなか危ない状況が改善さ

れていなかったりもします。そういった事故が起こった場所をぜひ検証していただいて、

事故が起こりにくいような道づくりに努めていただければと思います。 

 

（２）令和８年春の文京区交通安全運動の実施結果概要（資料第２号） 
 ・事務局より資料第２号の説明 

【意見無し】 

 

３ 審議事項 

（１）令和８年秋の文京区交通安全運動の実施について（資料第３号） 
 ・事務局より資料第３号の説明 

【質疑】 

【上田委員（文京区議会文教委員会委員長）】 

  ２ページの⑵に、生活道路の法定速度の引き下げというのがありますが、生活道路を歩

いていると、ガードレールがあるところとないところがありますから、安全に通れるよう

にするために、改修などをしていただいていると思うのですが、例えば、水道地域や神田

川沿いの生活道路を改修していただくと聞いております。そのように、生活道路の法定速

度引下げに合わせて道路も整備していただき、スピードが出にくいとか安全に歩行や通行

ができるような道づくりに努めていただきたいと思います。 

今回の秋の交通安全運動に合わせて、そういった道路の整備の見通しや、整備によって

こういう効果がありますとか、そういった内容を周知していただくことで効果があったり、

また、自宅の前の道路をこのように通らなくてはいけないというように、住民の方の気づ

きになったりするのではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

【事務局】 

生活道路では、現状、標識等により、速度規制がかかっている道路がありまして、例え

ば時速30㎞か20㎞だとか、そういったところは法令の改正以降も現行の交通規制がかかる

わけなのですけれど、そうでないところについても、時速 30 ㎞に変わるということでござ

います。 

文京区では区道を管理している中で、コミュニティ道路であるとか、そういったところ

をより安全な通行環境が得られるように改良しているわけですけども、今回の改正のタイ

ミングを踏まえまして、委員のご指摘にあったような、何らかの交通安全に絡めた周知と

いうことは行っていく意味があるかと思っております。そこは文京区で言いますと道路管

理部門になりますけども、相談しながら考えていくというように思っております。 

 

（２）第 12 次文京区交通安全計画の策定について（資料第４号） 
 ・事務局より資料第４号の説明 

【質疑】 

【上田委員（文京区議会文教委員会委員長）】 

  まだ骨子ということですので、これから色々な数値目標等を設定されるかと思います。

11 次計画の評価みたいなものをしっかりなさってから、12 次の数値目標等を設定されると



思うのですが、評価等のスケジュール等はどのように考えていらっしゃいますか？ 

また、新たに外国人の交通安全対策も必要とおっしゃっていて重点課題になっています

が、外国の方でも、住んでいる方とか観光客の方とか、色々な人がいらっしゃると思うの

ですが、それぞれ対策を考えていく必要があるかと思います。 

例えば、住んでいる方については、文京区の教育委員会が「みんなの学びサポート事業」

をしています。日本語が少し不自由な子供向けで交通安全のことを少し教えていたり、そ

の保護者の方についてもオリエンテーションをされています。そういった機会を捉えて、

住んでいらっしゃる方の一部ですけれども、交通安全についてお伝えするとか、色々なア

プローチの仕方があると思います。折角日本にいらっしゃって怪我等をされるといけませ

んので、色々な方法で伝えていただきたいと思うのですが、今のところ何か展望がありま

したら教えていただければと思います。 

【事務局】 

まず一つ目の、前回の計画の評価をどうしていくかというご質問でございますけども、

今回の会議では骨子をお示しして、次回の会議では素案をお示しすることにしております。

素案を作る上で、今の 11 次の計画の目標の達成状況ですとか、取組の実施状況、こういっ

た評価という観点も踏まえていくことにしております。次の会議で素案をお示しするとき

に評価や検証という視点も含めてご説明をさせていただきたいと考えております。 

二つ目のご質問の、外国人に対してどうしていくかということでございますけども、東

京都が新たに策定した交通安全計画の中では、外国人に対して、母国の交通ルールとの違

いというのを正しく理解できるように啓発する、ということを基本としています。そうい

った考え方を踏まえて、文京区でも外国人に対してどのような対策ができるかということ

を考えていきたいと思っております。現に、文京区でも「文京区外国人住民のための生活

ガイドブック」というものを作っており、英語、中国語、韓国語でありますが、転入手続

されるような方に対してお渡しすることで周知してます。この中で、自転車のルールや自

転車の防犯登録といったものをお知らせしていますので、こういったものを活用していく

ということは一つはあるかと思います。また、東京都が作成した「TOKYO 自転車ルールブッ

ク」という詳しい内容の冊子もありますので、こういったものも活かしていきたいと考え

ております。 

 

４ その他 
  事務局より、次回協議会の予定について説明 

 

５ 閉会 
成澤会長による閉会 


